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まえがき 

 

 

 本研究は、平成 21 年度から実施してきた「職業生活の完成期における働き方とキャリア

の完成に関する研究」の 3 年目に行った調査結果の分析とまとめである。 

 同研究は、平成 19 年度から同 23 年度を期間とするプロジェクト研究「人口減少下におけ

る全員参加型社会の在り方についての調査研究」のサブ・テーマとして、定年退職後の労働

者の職業行動を規定する要因を明らかにすることを目的にして行われてきた。当初は定年退

職経験者について、定年前後の働く条件の変化がどのような影響を職業行動に及ぼすかを分

析することとし、平成 21 年度及び 22 年度の 2 年計画で研究が進んだ。その成果は、平成

21 年度分は「定年退職者の働き方の選択―条件変更との取引―」とし、平成 22 年度分は「定

年後の働き方と対処行動― 働く人の知恵と工夫 ―」として既にまとめられている。 

この 2 つの研究は、高齢期に職業活動を行っている定年退職経験者の職業意識と職業行動

の実態についての研究であったが、調査データの分析を進めていく中で、高齢期における労

働者の職業キャリアは、中年期の職業キャリア形成のあり方が直接的な影響を及ぼすとの示

唆が得られた。また、中年期の職業キャリア形成への取り組みが定年退職後における職業活

動についての希望と深く関わることが予測された。そのため、「職業生活の完成期における働

き方とキャリアの完成に関する研究」の 21 年度と 22 年度にまとめた 2 つの研究成果を踏ま

えて、3 年目の研究として本研究が実施されることになった。本研究は、中年期に企業にお

いて職務として多様な人々の受け入れの仕事を担当した方々について、定年後のキャリア形

成の実態を調査した結果を分析したものである。 
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